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開催日決定!

2027.06.06

奈
良
県
は
県
土
の
約
77
％
を
森
林
が
占
め
る
緑

豊
か
な
土
地
で
す
。
林
業
の
歴
史
も
古
く
、
特
に
吉

野
川
上
流
の
「
吉
野
林
業
地
域
」
は
室
町
時
代
に

造
林
が
行
わ
れ
た
記
録
が
残
り
、
江
戸
時
代
に
は

「
森
林
を
育
て
な
が
ら
使
う
」
循
環
型
林
業
が
確

立
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
木
々
と
と
も
に
あ
っ
た
奈

良
を
舞
台
に
、
第
77
回
全
国
植
樹
祭
が
令
和
９
年

６
月
６
日
、
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
！

県
で
の
開
催
は
46
年
ぶ
り
。
今
回
の
特
集
で
は
、

全
国
植
樹
祭
が
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
、
ま
た
関
係
者
の
声
や
、
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

2027年6月6日（日）
開催日

平城宮跡歴史公園 朱雀門ひろば
(奈良市)

式典会場

天皇皇后両陛下によるお手植えやお手播
ま

き、 
参加者による記念植樹

大会テーマを表現する
さまざまなアトラクションの披露

国土緑化活動に関する功労者の表彰

主な行事

特集1
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全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の

基
盤
で
あ
る
森
林
・
緑
に
対
す
る
国

民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
森
林

へ
の
愛
情
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
は
昭
和
25
年
。
毎
年
春
に

全
国
を
巡
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、

各
県
の
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

訪
れ
、
式
典
行
事
や
記
念
植
樹
が
行

わ
れ
ま
す
。

①
森
林
環
境
の
維
持
向
上
が
国

民
生
活
の
安
定
的
な
向
上
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
が
国
民
共
通
の

理
解
と
な
る
と
と
も
に
、
森
林
と

人
と
の
恒
久
的
な
共
生
を
図
る
た

め
の
取
組
を
一
層
進
め
る
契
機
と

し
ま
す
。

②
私
た
ち
が
今
見
て
い
る
森
林

は
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
積
み
重

ね
の
上
に
あ
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
伝
統
的
な
育
林
技
術
と
木

工
技
術
が
一
体
と
な
り
発
展
し
た

「
木
の
文
化
」
を
後
世
に
伝
え
て

い
き
ま
す
。

【
選
定
理
由
】 

　
開
催
理
念
や
基
本
方
針
、
ま
た
奈
良
の

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
的
確
に
表
現
し
、「
つ
な
ぐ
」
と

い
う
言
葉
に
未
来
へ
の
広
が
り
を
感
じ
る
。
ま
た
、「
あ

を
に
よ
し
」
と
い
う
奈
良
の
枕
詞
が
適
切
に
使
用
さ

れ
て
お
り
、
奈
良
ら
し
さ
と
知
性
を
感
じ
る
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。

【
作
者
】 

橋は
し
も
と本 

七な
な

海み 

さ
ん

	

(
奈
良
市
立
一
条
高
等
学
校 

1
年
）

【
作
者
】 

野の

本も
と 

貴た
か

哉や 

さ
ん　
(
埼
玉
県
）

【
選
定
理
由
】 

　
奈
良
県
の
象
徴
と
し
て
の
鹿
を
モ
チ
ー

フ
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
ざ
っ

た
多
様
な
森
林
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
今
回
の
「
開

催
理
念
」
や
「
大
会
テ
ー
マ
」
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
特
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
、
目
を
引

く
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
良

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

【
作
者
】 

上か
み
む
ら村 

貴と
う

乎こ 

さ
ん

	

(
増
田
絵
画
教
室
／
葛
城
市
立
磐
城
小
学
校
6
年
)

【
作
品
名
】 「
植
樹
に
か
か
る
虹
」 

【
選
定
理
由
】 

　
全
国
植
樹
祭
の
テ
ー
マ
（
植
樹
及
び
森

林
・
樹
木
の
保
護
・
保
育
の
表
現
）
と
、
植
樹
の
様
子

を
上
手
く
描
き
、
広
く
緑
化
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
る

よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
色

彩
が
華
や
か
で
、
緑
化
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
の
構
図
が

上
手
く
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
今
回
の
「
開
催
理
念
」
に

沿
っ
た
、
特
に
優
れ
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
で
あ
る
。

全
国
植
樹
祭
っ
て
？

前
回
開
催
さ
れ
た
昭
和
56
年
か
ら

実
に
46
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
前
回

大
会
で
は
、
昭
和
天
皇
が
吉
野
ス
ギ

の
種
子
を
、
香
淳
皇
后
が
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
種
子
を
お
手
播
き
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
両
陛
下
が
イ
チ
イ
ガ
シ
を

お
手
植
え
に
な
り
、
そ
の
木
は
今
、
平

城
宮
跡
で
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

県
で
の
開
催
は
2
回
目
！

イチイガシを
お手植えになる昭和天皇

ヤマザクラの種子を
お手播きになる香淳皇后

開催理念

大会テーマ大会シンボルマーク 大会ポスター原画

※
学
校
名
・
学
年
は
応
募
時
の
も
の
で
す

多数の応募の中から選ばれました！

2026年9月号  県民だより奈良3



会
場
の
シ
ン
ボ
ル 

お
野の

立だ
て

所し
ょ

式
典
会
場
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
ご
着
座
い

た
だ
く
木
造
の
建
築
物
「
お
野
立
所
」
を
設
置
し
ま

す
。
全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
重
要
な
施
設

に
な
る
の
で
、
県
で
は
お
野
立
所
デ
ザ
イ
ン
等
提
案
コ

ン
ペ
を
実
施
し
、
株
式
会
社
福
本
設
計
が
最
優
秀
提

案
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
野
立
所
の
建
築
を
通
し
て
、
県
産
材
の
魅

力
を
発
信
し
ま
す
。

県
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
校
な
ど
で
、
植
樹
祭
の
植
樹
行
事
や
関
連
事
業
で
使
用

す
る
苗
木
を
子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
も
ら
う
「
苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
る
大
和
高
田
市
立
片
塩
幼
稚
園
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

【
最
優
秀
提
案
者
】

株
式
会
社 

福
本
設
計 

設
計
担
当
技
術
者

南み
な
み 

匠た

く

み充
　
池い

け

上が
み 

渓け
い

太た 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

● 

奈
良
県
ら
し
さ
の
表
現 

技
術
が
受
け
継
が
れ
、
森
林
が

循
環
し
、
人
の
営
み
が
静
か
に
積

層
し
て
き
た
時
間
の
厚
み
が
、
今

の
風
景
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る

こ
と
を
組
物
や
張
り
合
わ
せ
に

よ
る
重
ね
上
げ
で
表
現
。 

● 

森
林
環
境
の
維
持
向
上
、

　

 

木
の
文
化
の
継
承 

森
林
循
環
の
要
素
（
切
る
・

使
う
・
植
え
る
・
育
て
る
）
を

形
容
し
た
寄
せ
柱
や
、
木
の
文
化

（
寺
社
建
築
で
培
わ
れ
て
き
た
構

造
デ
ザ
イ
ン
）
の
継
承
を
表
現
し

た
組
物
、
全
国
植
樹
祭
を
き
っ
か

け
と
し
た
奈
良
か
ら
つ
な
ぐ
緑
の

未
来
を
現
し
た
波
紋
形
状
の
３

要
素
を
県
産
材
で
表
現
。

● 

朱
雀
門
と
の
調
和

水
平
ラ
イ
ン
を
強
調
し
た
屋
根

形
状
や
左
右
対
称
の
立
面
計
画

に
よ
り
、
朱
雀
門
と
お
野
立
所
が

共
存
す
る
こ
と
を
表
現
。

 
命
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

片
塩
幼
稚
園
で
育
て
て
い
る
の
は
、
ド
ン
グ

リ
（
カ
シ
、
ナ
ラ
な
ど
）
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗

木
。
同
幼
稚
園
で
は
以
前
か
ら
花
や
野
菜
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
園
長
の
荒あ

ら

木き

佳よ
し

永え

さ

ん
は
「
命
を
育
て
る
こ
と
、
自
然
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
苗
木
や
た
く
さ
ん
の
植
物
に

水
や
り
を
す
る
の
が
日
課
で
す
。

 

大
き
な
、
元
気
な
木
に
育
っ
て
ね
!

　

子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
毎

日
水
や
り
を
す
る
の
が
大
変
だ
け
ど
、
木
が
元

気
に
な
る
の
が
う
れ
し
い
」「
水
を
や
っ
た
ら
木

が
よ
ろ
こ
ぶ
」「
30
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
木
に
な

ら
な
い
か
な
！
」
と
、
苗
木
の
お
世
話
が
毎
日

楽
し
い
よ
う
で
す
。

 
将
来
、「
思
い
出
の
木
」
に

　

苗
木
の
い
く
つ
か
は
植
樹
祭
後
も
園
に
残
り

ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
苗
木
が
大
き

く
立
派
な
木
に
な
る
の
は
数
十
年
後
。
将
来
、

そ
の
木
の
下
へ
大
人
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
園
長
の
荒
木
さ
ん
。

　

苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
自
然

へ
の
愛
を
育
む
子
ど
も
た
ち
。
苗
木
と
共
に
大

き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。

苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ

すくすくと成長中の
苗木たち

水をあげると
よろこぶよ

こ～んなに
大きくなるよ！
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「
山や

ま

守も
り

」
の
知
恵
を
、
未
来
に
生
か
す

奈
良
で
は
、
吉
野
林
業
に
代
表
さ
れ
る
独
自
の
育

林
法
に
よ
り
、木
目
が
美
し
く
節
の
少
な
い
良
質
な
木

材
と
な
る
木
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
木
材
価

格
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ
て
森
林
の
手
入
れ
が
難
し
く

な
り
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
山
も
荒
れ
て
い
き
ま
し

た
。
平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
は
、
荒
廃
し
た

山
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くさ

が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

県
の
林
業
、
特
に
吉
野
林
業
の
特
徴
の
一
つ
に
「
山

守
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
山
の
持
ち
主
に
手
入
れ
や
伐

採
を
一
任
さ
れ
た
山
守
が
森
林
を
管
理
し
て
い
た
の
で

す
が
、
林
業
の
衰
退
と
と
も
に
山
守
は
減
り
続
け
ま

し
た
。
大
水
害
を
機
に
そ
の
役
割
の
大
切
さ
が
見
直

さ
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。
時
代
に
合
っ
た
新
し
い
森
林

管
理
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
中
で
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の

が
、
ス
イ
ス
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
で
す
。
森
林
や
山

を
長
期
的
な
視
点
で
管
理
す
る
そ
の
考
え
方
は
、
山

守
制
度
に
も
通
じ
る
も
の
で
し
た
。
当
時
、
農
林
部
長

だ
っ
た
私
は
ス
イ
ス
を
訪
れ
、
同
制
度
を
参
考
に
奈

良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設
に
携
わ
り
ま

し
た
。
現
在
、
県
の
職
員
で
も
あ
る
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
卒
業
生
た
ち
が
県
内
各
地
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
を
機
に
、
県
の
林
業
の
歴
史
や
文
化
、

そ
し
て
森
林
や
山
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
、
豊
か
な
暮

ら
し
や
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
奈
良
の
豊
か
な
森
を

次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
を
機
に
改
め

て
考
え
た
い
、
森
林
や
山
を
守

る
こ
と
の
意
味
。
県
の
林
業
の

歴
史
に
詳
し
く
、
か
つ
て
農
林

部
長
と
し
て
森
林
管
理
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る

「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
」
の
創
設
に
携
わ
っ
た

福
谷
健
夫
副
知
事
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

多くの県民の皆さんが植樹祭を身近に体感できるよう、メイン会場（平城宮跡歴史公園）
以外に黒滝村と十津川村にサテライト会場を設置。リアルタイムで式典を中継します。

次
号
か
ら
隔
月
で
植
樹
祭
に
関
す
る
情
報
を

紹
介
す
る
連
載
が
始
ま
り
ま
す
！
お
楽
し
み
に
♪

開催日  10月3日(土)・4日(日)  各日10時～17時　 場   所  イオンモール大和郡山（大和郡山市）

1977（昭和52）年に県採用となり、景
観・環境局次長、農林部長などを歴
任。県で一番好きな場所は、すぐそば
に山や川がある地元・五條市の風景。

副知事

福
ふ く

谷
た に

 健
た け

夫
お

サテライト会場

所  吉野郡黒滝村大字寺戸397-1 

所  吉野郡十津川村小川１１２-１ 

やまなみステージ・こもれびホール

２１世紀の森・
紀伊半島森林植物公園

黒滝・文化とスポーツの森

黒滝村

十津川村

公式HP

Instagram

最新情報は
こちらから！

さ
ら
に
！

問  �第77回全国植樹祭奈良県実行委員会事務局　☎ 0742-27-8119

イベント開催！ぜひお越しください 入場無料

第77回全国植樹祭開催記念イベント第77回全国植樹祭開催記念イベント
木製ガチャガチャによる第77回全国植樹祭 
奈良 2027のノベルティ配布、どんぐりの植
え付け体験や塗り絵体験　など

2F イオン前

Facebook

X

奈良の木づかいフェスタ2026奈良の木づかいフェスタ2026
木工ワークショップ体験、
木製遊具体験　など

2F イオンホール

奈良県児童生徒木工工作展　など1F 北小路コート

詳しくは詳しくは
P.14をP.14を

チェック！チェック！
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自分の運転を

チェックしませんか？

高齢
ドライバーの皆さん

最近
ちょっと
心配かも

運転、
まだ大丈夫
かな

　

近
年
、
65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
奈
良
県
で
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
加
齢
に

よ
る
運
転
能
力
の
変
化
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
ば
で
見
て
い
る
家
族
で
も
気

づ
き
に
く
く
、
ど
う
判
断
す
れ
ば
よ
い
か
迷
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
運
転
を
続
け
る
た
め
に
、
ま
た
運
転
免
許
証
の
返
納
の

時
期
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
現
在
の
自
分
の
運
転
を
客
観
的
に
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「まだ運転を続けても大丈夫かな」「親の運転が心配」──そんな思いを抱える高齢ドライバーや
その家族も多いのではないでしょうか。そこで、まずは自分の運転を客観的に知り、これからの運転
について家族と話し合うきっかけとなる、県の「運転診断」事業を紹介します。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
の
割
合
が
増
加
傾
向

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
変
化
に

気
づ
く
た
め
に

運転を続けたいけど、
家族を心配させたく

ないなぁ…

親に免許返納について
考えてほしいけど、
言い出しにくい…

特集２

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

3.5％

3.0％

2.5％

2.0％

1.5％

1.0％

0.5％

0％
2018

出典：◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

出典：奈良県警察本部「令和７年中における交通事故（人身事故）の発生状況について」
 警察庁「交通事故の発生状況について」統計表

2019 2020 2021 2022 2023 2024

2.3

3.1
2.7

2.5
2.3

1.9
2.1

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

高齢者（65歳以上）の運転免許証自主返納率

人身事故における高齢運転者（65歳以上）の割合

全国

22.4

28.8

22.1

22.4
25.2 26.8 26.3 26.4 26.9

28.8 28.828.8

22.1
23.3 23.7 23.8 24.4 25.2 25.6 25.7

奈良県

高齢運転者の割合が年々増加
（奈良県は全国より高い水準）

自主返納率は年々減少
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問  �県県民くらし課　☎ 0742-27-8730

　

そ
こ
で
県
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
「
運
転
診

断
」
事
業
を
始
め
ま
す
。
診
断
方
法
は
と
て
も
簡
単
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
車
内
に

専
用
タ
グ
を
置
い
て
普
段
ど
お
り
に
運
転
す
る
だ
け
で

す
。
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
加
速
な
ど
の
運
転
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
結
果
を
ス
コ
ア
で
表
示
。
気
軽
に
自
分
の
運
転
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
下
知
事
も

運
転
診
断
ツ
ー
ル
を
体
験
！

　

車
内
に
タ
グ
を
置
い
て
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
た
ら
出
発
。
県
庁
周
辺
を

運
転
し
ま
し
た
。
終
了
後
、
約
5
分

で
デ
ー
タ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届

き
、
結
果
は
全
て
の
ス
コ
ア
で
５
点

満
点
！ 

「
自
分
の
運
転
を
見
直
し
、

よ
り
安
全
運
転
を
心
が
け
ら
れ
る
の

も
い
い
で
す
ね
」
と
知
事
。

高齢者安全運転支援事業

スマートフォンで

専用タグを車内に設置。
運転時のデータを収集し
ます（速度超過、急加速、急
ブレーキ、急ハンドルなど）。

スマホでデータをチェック。
スコア表示など、運転能力
を分かりやすく提示します。

データはその後の安全
運転に生かせるほか、運
転継続の判断材料に。

データで自分の
運転が「見える」！

 ぜひ皆さんも
お試しください。

動画もあります！

募集人数：300人
対　　象：70歳以上の県内在住で運転免許をお持ちの人　
参加条件：⃝普段どおり自家用車を運転できる人
　　　　　⃝スマートフォンをお持ちの人
　　　　　　（Android10.0以上、iOS14.0以上）
　　　　　⃝アンケートに協力いただける人
実施期間：令和８年１０月～令和９年２月（5カ月間を予定）
申込期間：9月1日～３０日（募集人数に達し次第終了）
申込方法：右記二次元コードから� ※通信費は参加者負担となります

 〝
安
全
運
転
度
〟を
見
え
る
化
し
ま
す

自
分
の
運
転
を
見
直
す

き
っ
か
け
に

お申し込みに当たって

この事業は運転免許証の
返納を推奨するものでは
なく、これからの運転に
ついて見直すきっかけと
して活用してください。ま
た、家族などから本人に
申し込みを勧めてみては
いかがでしょうか。

「運転診断」参加者募集！
参加費
無料※

運 転 診 断

2026年9月号  県民だより奈良7



う
ち
渡わ

た

す

竹た
け

田だ

の
原
に

鳴
く
鶴た

づ

の

間ま

無
く
時と

き

無
し　

わ
が
恋こ

ふ
ら
く
は

vol.148

はじめての万葉集
日本に現存する最古の和歌集「万葉集」を
分かりやすくご紹介します

広
々
と
つ
づ
く
竹
田
の
原
に
鳴
く
鶴
の
よ

う
に
、
絶
え
間
も
な
い
こ
と
よ
。
私
の
恋
し

く
思
う
こ
と
は
。

訳
　

大
伴
坂さ
か
の
う
え
の上
郎い
ら
つ

女め

　（
巻
四
・
七
六
〇
番
歌
）

竹
田
の
庄

た
ど
こ
ろ

　
こ
の
歌
は
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
竹
田
庄
よ
り
女む
す
め子

の
大お
ほ

嬢を
と
め

に
贈
れ
る

歌
二
首
」と
題
さ
れ
た
中
の
一
首
で
す
。

　
作
者
で
あ
る
大
伴
坂
上
郎
女
は
、
元
号
「
令
和
」
の
元
と
な
っ
た
梅
花
の

宴
の
主
催
者
・
大
伴
旅
人
の
妹
で
、『
万
葉
集
』
の
編へ
ん
さ
ん纂
者
の
ひ
と
り
と
目

さ
れ
る
大
伴
家や
か
も
ち持の

叔
母
に
あ
た
る
人
物
で
す
。歌
を
贈
ら
れ
た「
大
嬢
」
と

は
、坂
上
郎
女
の
実
の
娘
で
あ
り
、の
ち
に
家
持
の
妻
と
な
っ
た
女
性
で
し
た
。

　
母
か
ら
娘
へ
贈
ら
れ
た
歌
な
の
で
す
が
、
会
え
な
い
時
間
を
嘆
き
「
間

無
く
時
無
し
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
」
と
、
ま
る
で
恋
人
に
宛
て
た
よ
う
な

表
現
を
用
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
か
、こ
の
歌
は
恋
の
歌
だ
け
を
集
め
た

『
万
葉
集
』巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
万
葉
集
』
巻
四
は
、「
相そ
う
も
ん聞
」
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
特
徴
的
な
巻
で

す
。「
相
聞
」
と
は
互
い
の
消
息
を
た
ず
ね
合
う
意
味
を
持
つ
こ
と
ば
で
、

相
聞
歌
と
い
え
ば
恋
の
歌
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
首
目
の

七
六
一
番
歌
も
同
様
に
、
恋
の
歌
の
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
ま
す
。
坂
上

郎
女
は
、
甥
の
家
持
と
も
恋
人
同
士
の
よ
う
な
歌
を
交
わ
し
て
お
り
、
歌

作
り
の
基
本
作
法
と
し
て
恋
の
歌
の
表
現
を
用
い
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
の
舞
台
と
な
っ
た
竹
田
庄
と
は
、
現
在
の
奈
良
県
橿
原
市
東
竹

田
町
の
地
に
あ
っ
た
大
伴
氏
が
所
有
す
る
田
地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
坂

上
郎
女
は
た
び
た
び
こ
こ
を
訪
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
ほ
か
に
も
竹
田
庄
で

詠
ん
だ
歌
（
巻
八・一
五
九
二
、一
五
九
三
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
家
持
も
同

地
を
訪
れ
、
坂
上
郎
女
へ「
玉た
ま
ほ
こ桙

の
道
は
遠
け
ど
は
し
き
や
し
妹い
も

を
相あ
ひ

見
に

出
で
て
そ
我あ

が
来こ

し
（
玉
桙
の
道
は
遠
い
の
だ
が
、
な
つ
か
し
い
あ
な
た
に
逢

い
に
、
私
は
出
か
け
て
来
ま
し
た
）
」（
巻
八・一
六
一
九
）と
い
う
歌
を
贈
り

ま
し
た
。遠
い
と
こ
ろ
を
会
い
に
来
た
と
い
う
の
も
恋
の
常じ
ょ
う

套と
う

表
現
で
し
た
。

（
本
文
　
万
葉
文
化
館
　
井
上 

さ
や
か
）

開
館
25
周
年
記
念

　
　

万
葉
古
代
学
リ
レ
ー
講
座 

無
料
・
申
込
不
要

● 「
『
隋ず
い

書し
ょ

』
に
み
る
推
古
朝
」 

　

９
月
５
日
（
土
）

［
講
師
］ �

松
尾 

光 

さ
ん（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　
　
　

名
誉
研
究
員
・
元
万
葉
古
代
学
研
究
所

　
　
　
　
副
所
長
）

● 「
讃さ
ん

ア
ス
カ
」

　
９
月
20
日
（
日
）

　

※「
万
葉
の
日
」
記
念
／
「
昭
和
1
0
0
年
」
記
念

［
講
師
］ �

中
西 

進 

さ
ん（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

               

初
代
館
長
）

［
時
間
］ �

各
回
14
時
～
15
時
30
分（
13
時
30
分
開
場
）

［
定
員
］ �

各
回
3
0
0
人（
当
日
先
着
）

［
会
場
］ �

各
回
日
本
画
展
示
室

万
葉
集
を
よ
む 

無
料
・
申
込
不
要

９
月
16
日
（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

「
雑ぞ

う

歌か

（
６
）
」

　
（
巻
９
・
１
７
３
８
〜
１
７
４
３
番
歌
）

［
講
師
］ 

榎
戸 

渉
吾
（
当
館
研
究
員
）

［
定
員
］
１
５
０
人
（
先
着
）

	

※
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信　

	
 （

翌
日
か
ら
1
週
間
視
聴
可
）

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

秋

９
月
15
日
（
火
）
～
11
月
29
日
（
日
）

※�

８
月
１
日
よ
り
、
当
館
駐
車
場
は
有
料

　

に
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
車
１
日
１
回
に
つ
き
5
0
0
円

※
詳
し
く
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
文
化
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

☎ 0744-54-1850
HP  www.pref.nara.lg.jp/manyo
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マンガ：チャンキー松本

秀
長
さ
ま…

私
・
高
虎
に
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と…

石
垣
だ
け

じ
ゃ
な
く
、

堀
や
曲
輪
の

配
置
に
も

工
夫
が
あ
り

ま
す

な
る
ほ
ど

他
の
城
も
見
て

み
た
い
ぞ
！

こ
の

郡
山
城
に
は

　
ど
ん
な
工
夫
が

見
ら
れ
る
の
か
な
？

　例えば石垣です。
　　高く築くことで下から
攻められにくくしています

ただ、この
　あたりは石材が
不足してまして…

そ
こ
で
寺
の

石
や
墓
石
、

石
地
蔵
も

利
用
す
る
ん

　
じ
ゃ
な
！

こ
う
し
た

再
利
用
の

石
を

転
用
石
と

い
い
ま
す
！

築
城
の

名
人
、

藤
堂
高
虎

　
よ…

藤堂高虎豊臣秀長

て
ん
よ
う　せ
き

く
る 

わ

グルメもお土産も奈良にある！
好評配布中！
特設サイト
「ドラマは
奈良にある」

別冊はコチラ
からも閲覧
できます！

別冊「ドラマは奈良にある」　豊臣秀長は郡山
城を増築する際、石
垣には周辺の寺院
などから集めた石
を積みました。転用
石と呼ばれるこれ
らの石の中には上
下が逆になった「逆さ地蔵」も含まれています。

逆さ地蔵 大和郡山・
高取・宇陀など
県内のオススメが
いっぱい！

藤堂高虎　秀長の腹心は築城名人

第10回

▼マンガ【きみとなら】第10話▼マンガ【きみとなら】第10話

　豊臣秀長の家臣の一人に藤堂高虎がいます。近江（滋賀県）に生まれた
高虎は、身長が六尺二寸（約190㎝）と大柄だったと言われ、若い頃は浅井
長政らに仕えました。
　1576（天正4）年、秀長は若
武者の豊かな将来性を見抜き、
高虎を家臣に迎えました。その後
高虎は、定かではありませんが、
郡山城の設計に関わったとも言
われています。直線的な石積み
や転用石などの特色が多い郡
山城。後の和歌山城や徳川家
康の京都屋敷にもつながる巧み
な「縄張り（設計）」が磨かれていきました。高虎の築
城術は近世城郭の典型となり、黒田官兵衛、加藤清正

とともに「築城三名
人」の一人とも言われ
ています。
　文化・宗教にも造詣が深く、春日大社に高
虎が奉納した釣燈籠が遺されています。ま
た、秀長が1591（天正19）年に52歳の若さで
亡くなった後、秀長の菩提を弔い、秀長の菩
提寺を郡山の大光院から京都・大徳寺内に
移し、17回忌法要などを執り行い、主君を偲
び続けたようです。関ヶ原の戦い後も、家康
から異例の厚遇を受けた高虎。長く活躍し
た背景には、自らを取り立ててくれた秀長と
の深い絆があったのです。

秀長様の御恩は
忘れません！

信頼の絆が長い活躍の背景に

※歴史的解釈には諸説あります。

大
納
言
塚

　1591年、郡山城内で没した秀長はここ
に葬られました。大光院が京都に移され
た後、秀長公の御位牌と大納言塚の管理
は東光寺（のちの春岳院）に任されました。
1777年、五輪塔が春岳院の僧らによって
建立されました。
■大納言塚 住所：大和郡山市箕山町14
■春岳院 住所：大和郡山市新中町2

郡
山
城

「御城印」300円
※柳沢文庫（郡山城跡内）、
大和郡山市観光協会で販売

　高虎が関わったと言われる強固な
石垣構造などを見ることができます。
■住所：大和郡山市城内町

くろ　だ　かん　べ　え

てん  よう せき

問  県地域観光課　☎ 0742-27-8482 
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家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
一つ
の
会
社
に

父
は
２
０
１
１
年
か
ら
木
工
の
工
房
「
ア
ッ
プ
ル

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
営
ん
で
い
て
、
実
家
へ
帰
っ
て
く
る
と
工

房
に
は
い
つ
も
父
の
木
の
器
を
求
め
て
遠
方
か
ら
訪
れ

て
き
た
お
客
様
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
父
の
作
品
の
魅

力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
、
父
が
も
の
づ
く
り
に

集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い

―
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
設
立
の
き
っ
か

け
で
す
。
私
自
身
に
も
の
づ
く
り
の
経
験
は
な
く
、
15

年
間
警
察
官
と
し
て
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
夢

が
見
つ
か
り
、
２
０
２
３
年
に
生
ま
れ
育
っ
た
川
上
村

で
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

当
社
に
は
、
同
じ
く
木
工
作
品
を
手
が
け
て
い
る
弟
、

か
ね
て
か
ら
柿
の
葉
寿
司
の
お
店
を
や
っ
て
み
た
か
っ

た
母
、
そ
し
て
料
理
人
と
し
て
活
動
す
る
も
う
一
人
の

弟
も
参
加
し
て
い
て
、
家
族
み
ん
な
の
夢
が
詰
ま
っ
た

会
社
で
す
。

   

吉
野
杉
の
魅
力
を
生
か
す
木
の
器

吉
野
杉
の
一
大
産
地
で
あ
る
川
上
村
の
林
業
は
、
約

５
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
社

が
扱
う
の
は
、
そ
ん
な
吉
野
杉
を
中
心
と
す
る
木
の
器

で
す
。
杉
材
は
柔
ら
か
く
器
に
は
不
向
き
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
年
輪
が
緻
密
な
吉
野
杉
は
十
分
な
強
度
が
あ

り
ま
す
。
熟
練
の
技
で
仕
上
げ
た
茶
碗
や
コ
ッ
プ
は
と

て
も
薄
く
て
軽
く
、
細
か
な
年
輪
が
織
り
成
す
独
特
の

風
合
い
が
魅
力
で
す
。
握
力
が
弱
っ
て
陶
器
の
茶
碗
が

持
て
な
く
な
っ
た
高
齢
の
方
に
、
木
の
器
な
ら
自
力
で

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

と
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
法
人
化

を
機
に
「
ア
ッ
プ
ル

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
、
父
と
弟

が
協
力
し
て
大
口

の
オ
ー
ダ
ー
を
受

け
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
様
の
周
年
記

念
の
お
祝
い
や
、
結
婚
式
の
引
き
出
物
と
し
て
も
重
宝

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
母
の
念
願
だ
っ
た
柿
の
葉
寿
司
の
お
店
は
「
柿

の
葉
寿
司
み
つ
は
」
と
し
て
事
業
化
し
ま
し
た
。
郷
土
食

と
し
て
の
昔
な
が
ら
の
製
法
を
ベ
ー
ス
に
、
母
が
現
代

風
の
優
し
い
味
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
す
。
完
全
予
約

制
の
受
注
販
売
の
ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
、
柿
の
葉
寿

司
の
料
理
教
室
な
ど
も
不
定
期
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

   

川
上
村
だ
か
ら
こ
そ
の
事
業
で
地
域
に
貢
献

最
近
で
は
、
木
の
器
で
柿
の
葉
寿
司
や
料
理
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
人
々
に
集
ま
っ
て
も

ら
え
る
場
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
木
の
器
で
母
や
弟
の
料
理
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
が
守
り
伝
え
た
豊
か
な
自
然
と
手
仕
事
の

技
が
息
づ
く
、
こ
の
川
上
村
で
な
け
れ
ば
当
社
は
生
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
存
在
に
な
る
こ
と
が

私
た
ち
の
目
標
で
す
。

吉野杉の器と郷土の味、

生まれ育った村で

家族の夢を一つに

株式会社 FROM0
所  吉野郡川上村大字東川1595
☎ 080-2901-9175　 HP  from0.co.jp

川上村の吉野杉を中心とする木工
テーブルウェアおよび柿の葉寿司
の製造・販売を手がける企業。

株式会社F
フ ロ モ

ROM0
代表

小
こ

林
ば や し

 美
み

緒
お

 さん

奈良の輝く

vol.58
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令和6年に施行された認知症基本法では、9月を「認知症月間」、9月21日を「認知症の日」と定めています。

また、同法に基づき認知症施策推進基本計画が取りまとめられ、「新しい認知症観」が示されました。

「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、

一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間たちとつながりながら、

希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方です。

認知症を正しく理解し、認知症の人が個性と能力を発揮しながら、共に支え合っていける地域づくりを目指しましょう。

問  �県地域包括支援課　☎ 0742-27-8540

9月は9月は「「認知認知症症月間月間」」ですです
−− 新しい認知症観について−− 

認知症本人ミーティングを開催しました！

認知症サポーターになりませんか? 地域での認知症理解を
深めるための取り組み

受講についての問い合わせ … 在住（在勤・在校）地の市町村窓口へ
※県全域、複数市町村にまたがる団体・企業・組織などは県地域包括支援課へ

オレンジ色は認知症普及啓発シンボルカラーです

県では認知症の人の視点を重視し
たやさしい地域づくりを進めるため、
令和7年度から「本人ミーティング」
を開催しています。認知症の本人が
集い、本人同士が主になって、自ら
の体験や希望、必要としていること
を語り合い、自分たちのこれからの
よりよい暮らし、暮らしやすい地域
のあり方を一緒に話し合う場です。

認知症サポーターは、認知症について正しく理解
し、偏見を持たず、認知症の人とその家族を温かい
目で見守る「応援者」です。「認知症サポーター養成
講座」を受講すれば、誰でもなることができます。
サポーターは自分のできる範囲で活動します。認知

症サポーター養成講座で得た知識を生かし、近所で気になることがあれ
ばさりげなく見守る、まちなかで困っている人がいたら手助けすることも
立派な活動の一つです。

認知症の自分が地域
に貢献できること・
活動できることを見
つけていきたい。

横断幕掲示

オレンジライトアップ

認知症に関して、気になる症状があれば、お住まいの地域包括支援センターや医療機関などへご相談ください。
また、ご本人やご家族に対する相談やサポート窓口を設置しています。
詳しくは県HPをご確認ください。 奈良県　認知症とは 検索

こんな場に初めて参加できて、
とってもうれしい。

地域で麻雀の会に誘わ
れたので参加してきた。
今後も声がかかれば参
加したい。

県の認知症サポーター数（令和8年3月末時点）

20代～50代のサポーターが少ない状況です。
現役世代の人もぜひ、受講をご検討ください。

156,333人
市町村窓口

一覧

参加者の声を基に「県政スポットCM」を制作しました！

参

加さ
れた

皆さ
んは…

奈良養生訓
めざせ！健康寿命日本一！

【v o l . 1 9 3】
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vol.18

問  県障害福祉課　☎ 0742-27-8922  FAX  0742-22-1814

問  県うだ・アニマルパーク振興室　☎ 0745-83-0807  FAX  0745-83-2573 

手話手話
大切な言語大切な言語

は

手帳
奈良

くらし狂犬病を発生させないために

犬の飼い主一人一人が正しい知識を持ち、
飼い主としての義務を果たしましょう。

vol.93

ヒトやイヌを含む全ての哺乳類に感染する可能
性があり、発症するとほぼ100%死亡します。日
本では狂犬病予防法が施行され、犬の登録・予
防注射の徹底により撲滅されました。

狂犬病は日本の周辺国を含む世
界のほとんどの国・地域で発生
しており、日本は常に侵入の脅
威にさらされています。

狂犬病とは 世界の状況

令和8年度狂犬病予防注射済
号

第
奈良県〇〇市町村

0000
奈良県

令和8
年度

狂犬病
予防注

射済
号

第
奈良県

〇〇市
町村

000
0

奈良
県

自治体への登録
現在居住している市町村に
飼い犬登録をしましょう。

1

狂犬病予防注射の接種
年に1回接種させましょう。2

※居住市町村によっては登録マイクロチップが
　鑑札とみなされます

鑑札・注射済票の装着
首輪などに装着しましょう。3

犬の飼い主の3つの義務

鑑札・注射済票を装着しておく
ことは、迷子札にもなります。

3つの義務を果たしていないと、
地震などの有時の際に、避難所へ
同伴できない場合が
あります。

9月23日は手話の日＆手話言語国際デーです。県内各所で、手話に親しみ、
ろう者への理解を深めるイベントが開催されます。
ぜひ、お近くのイベントへ足を運んでみてください！

9月23日は
手話の日＆手話言語国際デー

※写真は昨年度の様子

ブルーライトアップ

啓発資料の展示

各イベントの日程・内容など、詳しくは各市町村のHPなどをご確認ください。 詳しくはこちら

▲

今年も県内の市町村で、このようなイベントが開催されます。

手話体験・ろう者との交流

図書の紹介
御所市 奈良市

宇陀市

桜井市生駒市 橿原市

平群町 大和高田市

県民だより奈良  2026年9月号 12



9月1日（火）～11月30日（月）

みん芸（奈良県みんなでたのしむ大芸術祭）とは
障がいのあるなしや年齢にかかわらず『みんな』が参加し、

『たのしむ』ことができる芸術祭をコンセプトに、毎年
9月1日～11月30日に県内各地で開催する芸術の祭典。

公式ガイドブック
「みん芸Walker」

ART FES in KITO
受賞作品
県民無料上映会

時  11月1日（日）14時～16時　所  DMG MORI やまと郡山城ホール 大ホール

時  9月19日（土）～21日（祝）
所  ならファミリー 専門店街zoro
　 1階 らくだ広場

時  9月27日（日）11時～18時30分（予定)
所  奈良市ならまちセンター

【 なら国際映画祭特別企画 】

時  11月14日(土）・15日（日）10時～16時
所  KITO FOREST MARKET SHIMOICHI

【料金】ステージ観覧無料・ワークショップ一部有料

今年初開催の大型イベント!「自然とアートが響き合う1日」
をコンセプトに、音楽ステージやアート展示、ワークショッ
プを開催。地産地消メニューを味わうレストランや特産
品のショップも。豊かな自然に囲まれる中、芸術、食、地
域の魅力を一度に楽しめます。

今年で10回目を迎える、みん芸恒例のコンサート。公募で集まった出演者が、
合唱や演奏など、多彩なステージを披露！スペシャルゲストによる特別ステー
ジも。子どもも大人も、障がいのある人もない人も、みんなで一緒に楽しめます。
毎年パワーアップし続けるステージをお見逃しなく！

9月19日～23日に開催する第9回なら国際映画祭2026の
受賞3作品を、地元の皆さんへのお礼を込めて、奈良県⺠
限定の無料上映会を開催します。ぜひご応募ください。

みん芸のイベント情報や出演ゲストインタビュー、観光
情報など盛りだくさん。県内公共施設で無料配布中です！

ビッグ幡
ばん

時  10月18日（日）
所  県営馬見丘陵公園 北エリア
　 「集いの丘」大型テント

みん芸アート・ライブ

みん芸ピアノ 県民きらめきステージ
2026

時  10月17日（土）～11月8日（日）
所  県内各地

※�拝観料などが必要な会場あり

プライベート美術館

時  9月1日（火）～10月29日（木）
所  奈良公園バスターミナル東棟 1階

注目イベントピックアップ！
申込不要 要申込※ 無料

※ 9/17 締切・定員250人

まほろば あいのわ コンサート2026 要申込※ 無料
※ 9/30 締切

問  �県文化振興課　☎ 0742-27-8488  FAX  0742-27-8481

他にもイベント盛りだくさん
！！

時  9月5日（土）～11月30日（月）
所  薬師寺境内

● ビッグ幡 in 薬師寺
申込不要 無料※ ※薬師寺拝観料が必要

● 奈良公園バスターミナル

申込不要

申込不要 無料

無料※ 申込不要 無料

申込不要 無料

時  10月31日（土）～11月8日（日）
所  東大寺大仏殿前

● ビッグ幡 in 東大寺
申込不要 無料※ ※東大寺大仏殿入堂料が必要

時  10月31日（土）～11月8日（日）
所  東大寺大仏殿 東楽門横

● 東大寺
申込不要 無料※ ※東大寺大仏殿入堂料が必要

好評
配布中

詳細はみん芸公式
HPへ！
みん芸 検索

▲
申込フォームはこちら

▲
申込フォームはこちら
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インフォならインフォなら時  日時  所  場所  申  申し込み  問  問い合わせ  HP  ホームページ   メール
★★ 印のある問い合わせ先の所在地 ： 奈良県庁 〒630-8501 奈良市登大路町30番地

おでかけ

なら歴史芸術文化村（天理市杣之内町437-3）
● �なら歴史芸術文化村滞在アーティスト誘致交
流事業「文化村AIR」

   滞在アーティストが決定しました。
時  �９月１日（火）～１２月１３日（日）

県立美術館（奈良市登大路町10-6）
● �特別展� �
「時代を越えて～日本画のゆくえ� �
特集展示：近代奈良の日本画家　庄田鶴友と
植中直斎」

同時開催
● �昭和100年企画「新収蔵記念／生誕140年　
富本憲吉と昭和」
時  ９月１９日（土）～１１月１５日（日）

橿原考古学研究所附属博物館� �
（橿原市畝傍町50-2）
● �令和8年度秋季特別展「ウマと馬具」
時  １０月３日（土）～１１月２９日（日）

橿原文化会館（橿原市北八木町3-65-5）
● �野村万作・萬斎・裕基 狂言橿原公演� �
演目「川上」「二人袴」
時  １１月２７日（金）１４時開演
※�チケットは橿原文化会館もしくはローソン

チケットで発売中

県の文化施設イベント情報
※イベント期間中においても休館日があります。
　イベントについて詳しくは各館HPをご覧ください。
※小・中学生、高校生および18歳未満の人は観覧無料。

「奈良の木づかいフェスタ2026」開催
� ¥0無料  申込不要  子ども参加可
時  10月3日（土）・4日（日）いずれも10時～17時
所  イオンモール大和郡山（大和郡山市）

奈良の木を見て・触れて・楽しく体
感できるイベント「奈良の木づか
いフェスタ」を今年も開催します。
奈良の木を使ったワークショップ
をはじめ、木製遊具の体験コー
ナーなど、子どもから大人まで楽
しめる企画が盛りだくさん。奈良の木のぬくもりや香り、心
地よさを会場で感じてください。

問  県産材利用推進課 ★★ 　☎0742-27-7470
HP  www.pref.nara.lg.jp/n096/p077013.html

あきいろマルシェ in 馬見フラワーフェスタ
� ¥0無料  申込不要  多目的トイレ 子ども参加可  授乳室
時  �10月3日（土）～12日（祝）
所  県営馬見丘陵公園（広陵町・河合町）

約120品種のダリア、あかね色に
紅葉したコキア、コスモス畑など、
秋色に咲いた鮮やかな花々を楽し
めます。マルシェ期間中は、地元
から飲食・物販の出店やガイドツ
アー、抽選でプレゼントが当たる
Instagramキャンペーンを開催し
ます。
【Instagramでも開花情報を発信中！ �  
@uma9_chuwapark】
※期間中、駐車場は有料になる予定です。

問  県中和公園事務所　☎0745-56-3851
HP  www.pref.nara.lg.jp/n157/1780.html

奈良競輪
開催日程

本場開催  ■ＧⅠ・ＧⅡ  ■ＧⅢ・ＧⅢナイター  ■FⅠ  ■FⅠナイター
■FⅡ  ☀☀モーニング   ★★ミッドナイト  ♥♥ガールズ
問  県営競輪場 ☎ 0742-45-4481  平城駅から西へ約700m ※大和西大寺駅北口から無料バス運行

車券は電話やインターネットでも購入可▶
9月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

デ
イ

松山♥♥ 
ジャパンC 青森記念

福井♥♥ 
in大垣

奈良ＧⅢ
京都向日町 

開設76周年記念
「平安賞」

防府

富山 
共同通信社杯

小松島 
西日本C

向日町♥♥ 
in岸和田 広島♥♥

川崎
♥♥ 立川 弥彦 立川 武雄

ナ
イ
タ
ー

宇都宮
関東C

武雄
別府 青森

伊東温泉♥♥

岐阜記念奈良FⅡ★★
Ｂｅｔｉｍｏ杯

入場不可豊橋♥♥ 静岡♥♥

運行 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※無料バスについては運行欄をご確認ください。（●:通常便 ★:ナイター便あり）
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掲載内容は8月5日時点のものです。

学　ぶ

CKD(慢性腎臓病)患者のための�
県民公開講座 � ¥0無料
時  �９月２７日（日）14時～15時30分（受付13時30分～）
所  ならまちセンター（奈良市）

人生100年時代を健康で元気に過ごすために欠かせない腎
臓の働き。長く健康に保つための生活習慣や工夫を、専門
医が分かりやすく解説します。�  
入場料無料。定員80人（先着）。
【講師】�奈良県立医科大学 地域医療学講座�  

教授 赤井 靖宏さん�  
「人生１００年時代の『腎臓』を考える�  
～腎臓を長持ちさせる生活とは？～」

申  メールかFAXで名前・電話番号を記入して下記へ。
問  �（NPO法人）県腎友会事務局　☎・FAX  0742-55-2554
 naraken.jinyu@kcn.jp

定年後のキャリアチェンジセミナー�
実体験を聞こう！�
働く先輩たちのセカンドキャリア� ¥0無料
時  �❶10月８日（木）　❷11月4日（水） �  

いずれも14時～16時
所  �❶エルトピア奈良（奈良市）�  

❷産業会館（大和高田市）

定年前後にキャリアチェンジを経験した人をゲストに迎え、
現在のセカンドキャリアを選んだ理由や、キャリアチェンジ
体験談などをパネルディスカッション形式でお話しいただき
ます。質問タイムや、ワークも実施予定ですので、これからの
働き方や人生設計を考えるきっかけとして、ご参加ください。
【対象】セカンドキャリアに興味がある人

申  �詳しくは下記HPまたは電話から。�  
❶10/7 ❷11/3 13時締切（先着）。

問  �❶県奈良しごとｉセンター　☎0742-23-5729 
❷県高田しごとｉセンター　☎0745-24-2010

HP  �www.pref.nara.lg.jp/n107/68660.html

まほろば「あいサポーター」研修
� ¥0無料  多目的トイレ 手話通訳
時  9月24日（木）10時30分～12時
所  奈良商工会議所会館

多様な障害の特性や障害のある人が困っていること、 
必要な配慮などを学ぶ研修です。定員60人（先着）。
【対象】県内在住、在勤の人

申  �詳しくは右記二次元コードから。�  
またはメールかFAXで下記へ。

問  �県障害福祉課 ★★ 　 
☎ 0742-27-8922　 
FAX  0742-22-1814 
 syogai@office.pref.nara.lg.jp

HP  �www.pref.nara.lg.jp/n064/�
p013151.html

あいサポーターとは

申込フォーム

「がん検診を受けよう！」奈良県民会議�
総会・講演会・交流会を開催！
時  10月9日（金）14時～16時30分
所  �イオンモール大和郡山（大和郡山市）

がん検診をテレビ番組などの
メディアで呼びかけている 
溝田友里さんを講師に迎え、
講演会・交流会を開催します。 
定員200人（応募者多数の場
合は抽選）。

申  �詳しくは下記HPから。または0742-32-2112（奈良新聞
社）まで（受付時間：平日9時～17時）。�  

【申込期間】9/1～30
問  県疾病対策課 ★★ 　☎0742-27-8928
HP  entry.nara-np.co.jp/gankenshin

みんなのスポーツフェスティバル
� ¥0無料  子ども参加可  授乳室
時  11月８日（日）10時～16時
所  大和郡山市総合公園施設（大和郡山市）

約15競技のスポーツを1日で体験！
子どもから大人まで誰でも参加できます。
普段は触れる機会の少ない種目も気軽に
体験できるチャンス！さらに、当日はサバン
ナの八木さん、ミサイルマンの西代さんな
どスペシャルゲストも登場します。

申  �詳しくは下記HPから。
問  �県スポーツ振興課 ★★ 　☎0742-27-8317
HP  �www.pref.nara.lg.jp/n040/p099083.html

労働委員会セミナー� ¥0無料
時  �10月9日（金）13時30分～16時
所  �奈良公園バスターミナル（奈良市）

職場で身近に生じるトラブルを未然に防ぎ、
良好な労使関係づくりを目的として開催し
ています。今年度は、成蹊大学教授の原昌
登さんに、「『パワーハラスメント』の正しい
理解と実務対応～労使双方の立場から考
える予防と対処～」をテーマに講演いただ
き、パネルディスカッションで理解を深め
ます。定員100人（先着）。

申  �詳しくは下記HPから。
問  �県労働委員会事務局　☎0742-20-4431
HP  �www.pref.nara.lg.jp/n176/63439.html
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インフォならインフォなら時  日時  所  場所  申  申し込み  問  問い合わせ  HP  ホームページ   メール
★★ 印のある問い合わせ先の所在地 ： 奈良県庁 〒630-8501 奈良市登大路町30番地

なら食と農の魅力創造国際大学校
(NAFIC)�
令和9年度入学AO入試エントリー

募集学科　�アグリマネジメント学科（「農」の担い手を育成）
時  �【面接】9月26日（土）・27日（日）のいずれか1日

【対象】令和８年３月以降のオープンキャンパス・学校見学会
に参加した人

申  �募集要項を下記HPより請求し、添付の専用封筒に入れ、
簡易書留または持参により提出。�  

【エントリー期間】9/1～16(必着）。
所・問  �NAFIC アグリマネジメント学科（桜井市）　 

☎0744-47-3430
HP  www.pref.nara.lg.jp/site/nafic

試　験

県職員採用試験・選考試験
●社会人採用試験（行政分野）（技術系分野）【秋実施】
時  � 【行政分野】10月10日（土）～25日（日）の期間で選択
	 【技術系分野】11月1日（日）
【対象】昭和56年4月2日～平成8年4月1日に生まれた人

●障害者を対象とした職員採用選考試験
時  �11月1日（日） 
所  奈良市内

【対象】昭和40年4月2日～平成21年4月1日に生まれた人

申  �詳しくは下記HPから。�  
【申込期間】9/4 9時～10/4 17時

問  県人事委員会事務局　☎0742-81-8033
HP  �www.pref.nara.lg.jp/site/narakensaiyou/

shiken

南部・東部の市町村を巡る
公務員しごと体感ツアーを開催
時  �９月28日（月）・29日（火）�   

10月12日（祝）・24日（土）�   
11月8日（日）・28日（土）�   
※いずれも１日で２～４市町村を訪問します。

所  南部・東部の市町村役場など

県南部・東部の複数の市町村を日帰りで訪問し、職員との交
流、仕事現場の視察などを行う公務員しごと体感ツアーを
開催。現地で地域の魅力を体感し、職員から仕事のやりが
いなどを直接聞ける貴重な機会です（無料・一部実費）。
【対象】市町村職員に関心のある人（既卒も応募歓迎）

申  �詳しくは下記HPから（❶新卒 ❷既卒）。9/13締切。
問  �県美しい南部東部振興課　☎0744-48-3015
HP  �❶�www.gakujo.ne.jp/campus/events/evt_dtl?p1=�  

evt1468&area=nara�
	 ❷�re-katsu.jp/career/events/�  

evt_dtl?p1=evt2403

❶はこちら ❷はこちら

募　集

ペーパーティーチャー学校現場見学会
� ¥0無料  
時  １０月３１日（土）９時～１２時
所  橿原市内の公立小学校（予定）

県内公立学校での勤務を考えている教員免許状保持者を対
象に、実際の学校現場を見てもらう見学会を行います。見学
会終了後、参加者を対象とした相談会も予定しています。�  
詳しくは申込者に個別に連絡します。

申  �詳しくは右記二次元コードから。 
10/16締切。

問  �県教職員課 ★★ 　☎0742-27-9844 メールアドレスを
ご登録ください

そのひとこと大丈夫？身近なハラスメント
の境界線（男女共同参画推進セミナー）
� ¥0無料  授乳室  託児ルーム
時  ９月２６日（土）1４時～1６時
所  県民くらし相談センター（奈良市）

身近なやり取りを通して、言葉の受け止め方のずれや、すれ
違いが生まれるポイントを考えます。日常のコミュニケーショ
ンを見直すヒントを気軽に持ち帰ってみませんか。これから
社会に出る人におすすめです。定員30人（先着）。

申  �詳しくは下記ＨＰから。9/18締切（必着）。
問  �県民くらし相談センター 男女共同参画・ 

外国人支援課　☎0742-27-2300
HP  �www.pref.nara.lg.jp/n051/p168010.html

森林環境教育指導者養成研修� ¥0無料  
時  �10月10日（土）・17日（土）・24日（土） �  

11月1日（日）・15日（日）※全5日間の受講が必要
所  桜井市・橿原市・吉野町および明日香村内の会場

実践的で分かりやすい講義と実習
を通して森林環境教育の指導者と
して必要な基礎的知識や技術を
身につける研修です。�  
定員15人程度（抽選）。
【対象】�森林環境教育に興味がある人

申  詳しくは下記HPから。9/18締切。
問  県森林組合連合会　☎0746-35-9201
HP  �www.naramori.or.jp
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掲載内容は8月5日時点のものです。

奈良県の推計人口（令和8年7月1日現在）

問い合わせにFAX番号の記載がない場合は
県広報広聴課 FAX  0742-22-6904で取り次ぎます。

総数 1,266,100人
（対前月-704人）

男性	 593,862人
女性	 672,238人

読者アンケート 締切 9月14日（月）
回答者の中から「第77回全国植樹祭 奈良 2027

ノベルティ5点セット」を抽選で 
10名にプレゼント!

令和８年秋の交通安全県民運動
時  9月21日（祝）～30日（水）

それぞれが交通ルールとマナーを守って、「思いやりとゆず
り合い」の気持ちを持ちましょう。
【運動重点】
❶�〈歩行者〉歩行者の安全確保
と反射材用品の着用促進

❷�〈自動車〉夕暮れ時の早めの
ライト点灯と飲酒運転や「な
がらスマホ」の根絶

❸�〈自転車〉自転車・特定小型原
動機付自転車の交通ルール
の理解・遵守の徹底

問  �県県民くらし課 ★★ 　☎0742-27-8730 
県警察本部交通企画課　☎0742-23-0110

令和８年社会生活基本調査の実施
総務省統計局・奈良県では、10月20日現在で社会生活基本
調査を実施します。この調査は、私たちが1日のうちどのくら
いの時間を仕事、家事、地域での
活動などに費やしているかなどに
ついて調査し、ワーク・ライフ・バ
ランスの推進、少子高齢化対策
などの政策に必要な基礎資料を
得ることを目的としています。
9月上旬から、調査員が対象の世
帯を訪問するので、ご理解・ご回
答をお願いします。

問  県政策推進課 ★★ 　☎0742-27-8441
HP  www.pref.nara.lg.jp/n003/6270.html

お知らせ

物品購入等競争入札参加資格審査の�
申請を受け付けます

令和９年１月１日から３年間において県が発注する物品購入等
（建設工事、測量および建設コンサルタントについての契約
を除く）に係る競争入札参加資格審査の申請を受け付けます。
※�現在資格があり、有効期間が令和９年末または令和１０年
末までの場合は対象外です。

申  �郵送（書留、簡易書留、レターパック）または持参にて申
請書類（下記または下記ＨＰで入手可）を下記へ。�  

【受付期間】10/1～30（消印有効）。
問  県会計局総務課 ★★ 　☎0742-27-8908
HP  www.pref.nara.lg.jp/n159/12181.html

ツキノワグマに気をつけて！
近年、県内でツキノワグマの目撃
が急増しており、過去最多となっ
た昨年度（年間155件）と同様に、
今年度も多くの目撃情報が寄せ
られています（7月末時点で65
件）。6月には人身被害も発生し
ました。
被害を防ぐためには、集落をク
マにとって魅力のない環境にす
ることが重要です。柿の実は必
ず収穫する、木そのものを伐採
する、ミツバチの巣箱の周囲に
電気柵を設置するなど、クマを
人家・集落に近づけさせないよう、
対策を行いましょう。

問  県農業水産振興課 ★★ 　☎0570-07-7117
HP  www.pref.nara.lg.jp/n118/66169.html

県営自動車駐車場の料金改定
時  10月1日（木）～

県営駐車場（登大路・高畑・大仏殿）の駐車料金が、1日最大
3,000円になります。なお、登大路駐車場の平日1時間無料
は引き続き実施します。詳しくは下記HPから。

問  県奈良公園室 ★★ 　☎0570-06-6665
HP  www.pref.nara.lg.jp/n111/p060008.html

おでかけ・イベント・体験など、本誌に載って
いないイベント情報も盛りだくさん！！
※随時更新中

奈良県公式HPイベント情報一覧▶

県内で行われるイベントはこちらから
CHECK

ボールペン

パズル
マグネット

しおりルーペ

ものさし
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掲載内容は8月5日時点のものです。 市町村ガイド市町村ガイド

★数量限定★世界遺産登録記念�
「切り絵デザインステッカー」好評販売中！
	 時  8月1日（土）～※売り切れ次第終了します。
飛鳥・藤原の世界遺産登録を記念
したステッカーを数量限定で販売
しています！切り絵作家・望月さん
と妖怪書家・逢香さんのコラボデザ
イン。クリアベースやキラリとした
箔押しなど、こだわった特別感のあ
る仕上がりで、記念品におすすめで
す！詳しくは下記HPから。
※制作：明日香村・橿原市・桜井市

問  明日香村明日香産業課　☎0744-54-9020
HP  �asukamura.com/sightseeing/asuka-no-yoin

（３枚1組×３種）

明日香村

Mフェス2026～三宅のまつり～
	 時  9月12日（土）11時～20時
MiiMo館内と屋外の広場で、子どもも大人
も楽しめるさまざまなプログラムを開催。
模擬店も多数出店します。最後には恒例の
打ち上げ花火も！夏の終わりにすてきな思
い出をつくりに、ぜひお越しください。

所  �三宅町交流まちづくりセンターMiiMo�  
（三宅町伴堂）
問  Mフェス実行委員会　☎0745-44-3082
HP  www.miimo.jp

三宅町

香芝ウォーク２０２６開催！
	 時  １０月４日（日）9時～14時※雨天決行
市内の歴史と自然を体感できるウォークイベントです。参加賞
として市のマスコットキャラクター「カッシー」タオルをプレゼ
ント！当日スタート地点で受付。約９km・約3時間。
参加費無料。
所  �近鉄関屋駅（香芝市関屋）※スタート・ゴール
問  香芝市地域振興課　☎0745-44-3312

香芝市

曽爾村郷土芸能発表会
	 時  １０月１１日（日）８時～１１時３０分
雄略天皇の御代から続く由緒ある古社で、五穀豊穣と村の安
全を祈念し、「曽爾の獅子舞」が奉納
されます。３００年以上の伝統を有し、
県の無形民俗文化財にも指定され
ている「曽爾の獅子舞」をぜひご覧く
ださい。
※カメラ・ビデオ撮影の三脚・脚立の使用不可。

所  �門
かど

僕
ふさ

神社境内（曽爾村今井） 
曽爾村地域総合センター体育館（曽爾村長野）※雨天時

問  曽爾村教育委員会事務局　☎0745-94-2104

曽爾村

秋の夜、あたたかな光で幻想的な風景を�
第30回 高山竹あかり

	 時  １０月１0日（土）・１1日（日）
竹の造形物やあんどんのろうそくが
園内をやさしく照らします。音楽演
奏や円楽大楽茶（巨大な茶道具を
使って行うお茶会）、茶筌

せん

の製作実演などを開催。竹製品の里
「高山」で、人と竹の関わりを感じられる２日間です。

所・問  �高山竹林園(生駒市高山町)�  
☎0743-79-3344

HP  �www.tikurinen.jp

生駒市

采
うね

女
め

祭
まつり

	 時  9月２５日（金）�17時～　花扇奉納行列� �
18時～　例祭（花扇奉納神事）� �
19時～　管絃船の儀

采女の霊を鎮め、人々の幸せを祈
る采女神社の例祭で、中秋の名月
に執り行われる行事です。秋の草
花で飾られた花扇や十二単衣の
花扇使をはじめ、天平衣装をま
とった人々が市内を練り歩きます。采女神社での神事の後、
雅楽の調べにのせて、2隻の管絃船が猿沢池を巡ります。

所  春日大社末社 采女神社、猿沢池（奈良市樽井町）
問  采女祭保存会（奈良市観光協会内）�  
	 ☎0742-30-0230
HP  narashikanko.or.jp/feature/unemematsuri

奈良市
小川祭り

	 時  10月11日（日）�  9時～　太鼓台奉
ほう

舁
よ

安全祈願祭� �
13時～　神

しん

賑
しん

行事・太鼓台奉舁� �
15時～　餅まき

威勢の良い掛け声とともに、各地
域の太鼓台が丹

に

生
う

川上神社に集
まり、境内を所狭しと競い合うか
のように練り歩きます。

所・問  �丹生川上神社(東吉野村小
おむら

)�  
☎0746-42-0032　FAX  0746-42-1134

HP  www.niukawakami-jinja.jp

東吉野村

あらかしミニウィンターフェス2026
	 時  12月12日（土）12時～20時
ステップアップピアノコンサート（出演者も募集）、
科学教室、冬の星空観察会を開催します。冬
の文化会館をお楽しみください。
詳しくは右記二次元コードから。

所・問  �大淀町文化会館（大淀町桧垣本）�  
☎0747-54-2110（火曜・祝日は休館）

 shinsei-ob@mail.town.oyodo.nara.jp

大淀町

県民だより奈良  2026年9月号 18



一
念
通
天

　

本
年
７
月
、「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
奈
良
県
と
地
元
市
村
が

世
界
遺
産
候
補
に
名
乗
り
を
上
げ
て
20

年
目
に
願
い
が
叶
い
ま
し
た
。

　

飛
鳥
や
藤
原
の
地
に
は
、
大
陸
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
日
本
と
い
う
国
の
か

た
ち
が
少
し
ず
つ
整
え
ら
れ
て
い
っ
た

大
切
な
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
宮

跡
や
寺
院
跡
、
古
墳
な
ど
、
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
風
景
の
一つ
ひ
と
つ
が
、
実

は
世
界
に
誇
る
宝
物
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
改
め
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
長
い
年
月
を
か
け
て
、
遺
跡
を
守

り
、調
査
し
、地
域
で
支
え
て
こ
ら
れ
た

皆
様
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
登
録
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
未

来
へ
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で
す
。
県
と
し

ま
し
て
も
、
次
の
世
代
に
こ
の
素
晴
ら

し
い
遺
産
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
、
奈

良
の
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
地
域
の
温

か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
構
成
資
産
の
保
全
や
周
辺
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

奈
良
県
内
の
世
界
遺
産
の
数
は
こ

れ
で
４
つ
と
な
り
、
都
道
府
県
単
位
で

は
全
国
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
本
県
の
誇
り
で
す
が
、
同
時
に
こ
れ

ら
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
責
任
の
重
さ

も
示
し
て
い
ま
す
。
国
宝
や
重
要
文
化

財
の
修
理
の
財
源
は
、
行
政
か
ら
の
補

助
金
だ
け
で
は
な
く
、
所
有
者
の
負
担

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
所
有
者
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た

な
仕
組
み
を
用
意
し
ま
し
た
。
県
内
外

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、「
飛
鳥
・
藤

原
の
宮
都
」
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の

世
界
遺
産
を
大
切
に
育
み
、
世
界
中
の

人
々
に
愛
さ
れ
る

場
所
と
し
て
輝
か

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
一い

ち
ね
ん
つ
う
て
ん

念
通
天
」
と
は
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
努
力
を

す
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と

い
う
意
味
で
す
。

奈良県知事

知
事
コ
ラ
ム

vol.35

毎
月 

11 

日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

てんいち先生 ひかりちゃん

祝
・「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」の
世
界
遺
産
登
録

テレビ番組
（奈良テレビ）

県政ラジオ
番組

SNS＆
アプリ

Facebook
まるごと
奈良県

X
奈良県
公式

LINE
奈良県
公式

県庁舎食堂（奈良市）／県立図書情報館（奈良市）※／県産業会館（大和高田市）※
市町村会館（橿原市）／県橿原総合庁舎（橿原市）※／吉野町中央公民館（吉野町）※

※印のある場所および県庁舎1階受付横・屋上階には、専用用紙で県政に関しての
　ご意見・ご提案をお寄せいただく「県政ポスト」も配置しています。

ならフライデー9

生放送 毎週金曜 20:57～21:57
	 9月25日は2時間スペシャル 20:00～21:57
再放送 毎週土曜10:30～11:30（9月26日は10:30～12:27）

毎週火曜 21:55～22:00

県政
フラッシュ

県民お役立ち情報コーナー　パンフレットなどを配置しています

人
権
コ
ー
ナ
ー

県の情報はこちらでもご覧いただけます 問  県広報広聴課 ★★    ☎ 0742-27-8325  FAX  0742-22-6904

県政NEWSなら
ならどっとFM（FM78.4MHz）11:15 （再）18:20
FMヤマト（FM77.5MHz）11:55 （再）18:55
FM五條（FM78.0MHz）11:30 （再）17:30
FMまほろば（FM79.5MHz）15:05 （再）18:55

第2・4木曜日

奈良県広報担当
VTuber

『奈々鹿』

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
で
す

　

県
で
は
毎
年
、
老
人
の
日
（
９
月
15
日
）
を
中
心
に
、
９

月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
カ
月
間
を
「
高
齢
者
保
健
福

祉
月
間
」
と
定
め
、
全
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
や
高
齢
者
の
人
権
の
尊
重
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
、
県
内
で
最
高
齢
と
な

る
男
女
１
名
ず
つ
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
に
は
国
内
最
高
齢
の
1
1
5
歳
と
な
る
女

性
が
お
住
ま
い
で
す
。
こ
の
方
の
よ
う
に
、
高
齢
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は

日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
加
え
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
非
常
に
大
切
で
す
。
若
年
世
代
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
が
役
割
を
持
ち
、
多
世
代
交
流

を
通
し
て
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を

共
に
創
り
、高
め
合

う
こ
と
を
目
的
と

し
た
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
保
健
福

祉
月
間
を
機
に
、

高
齢
者
や
そ
の
家

族
な
ど
、
全
て
の

人
が
自
分
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
月
の
ポ
ス
タ
ー

三郷町立三郷中学校3年

坂
さ か

出
で

 侑
ゆ き の

希乃さん

県立奈良東養護学校中学部3年

松
ま つ

生
お

 拓
た く

士
と

さん

※
学
校
名
・
学
年
は
作
品
制
作
時
の
も
の
で
す
。

過去の放送番組は
YouTubeチャンネルから
ご視聴いただけます。

奈良県公式総合チャンネル

ふるさと納税の
新たな仕組みは

こちら
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お問い 合 わせや
ご相談はこちらへ

相 談 な ら
ダ イ ヤ ル

※
 �「県

民
だ

よ
り

奈
良

」は
県

内
の

各
家

庭
に

お
届

け
し

て
い

ま
す

。
市

町
村

窓
口

、県
の

施
設

な
ど

に
も

配
置

し
て

い
ま

す
。

※
 � 無

断
転

載
を

禁
止

し
ま

す
。

※
 � 点

字
と

声
に

よ
る「

県
民

だ
よ

り
奈

良
」も

発
行

し
て

い
ま

す
の

で
、

必
要

な
方

は
県

広
報

広
聴

課
へ

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

県
民
だ
よ
り
奈
良

第
483号

 令
和

8年
9月

1日
発

行
・

奈
良

県
広

報
広

聴
課

〒
630 -8501 奈

良
市

登
大

路
町

30番
地

  ☎
 0742 -27 -8325

奈
良

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
（

w
w

w
.pref.nara.jp）

デ
ザ

イ
ン

/株
式

会
社

ITP　
印

刷
/株

式
会

社
天

理
時

報
社

奈
良

県
庁

代
表

電
話

 0742 -22 -1101
〒

630-8501 奈
良

市
登

大
路

町
３０番

地

☎ 0742-27-1100
FAX  0742-22-8653

県
で
は
、
収
入
確
保
対
策
の
た
め
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
告
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、株
式
会
社
ウ
ィ
ッ
ト（
☎
0
7
2
-6
6
8
-3
2
7
5
）

広
告
内
容
は
県
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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